
　「地域の会」では、発電所そのものの賛否はひとまず置いて、安全運転に係る事業者や行政当局の必要にして充分な情報
提供に基づき、発電所の安全について状況を確認し、地域住民の素朴な視線による監視活動を行うとともに、必要な提言を
行うことを目的に、平成15年5月に発足、設置趣旨に沿った様々な活動を行っています。

視点
情報誌

平成30年12月5日発行
第　93　号

柏崎刈羽原子力発電所の透明性を確保する

～　9月定例会・10月定例会 概要　～

柏崎刈羽原子力発電所の透明性を確保する地域の会発行

今後の｢地域の会｣定例会の開催案内

地域の会の活動はホームページでご覧いただけます。地

力発電所 透明性を確保 地域 会

地域の会の活動はホームページでご覧いただけます。

会は公開で行われています。傍聴はお気軽にお越し下さい。

http:/ /www.ti ikinokai. jp
事務局：公益財団法人 柏崎原子力広報センター 〒945-0017 新潟県柏崎市荒浜1丁目3番32号

TEL 0257-22-1896　FAX 0257-32-3228　E-mail info@tiikinokai.jp

※開催日時や場所は変更になる場合がありますので、詳しくは事務局にお問い合わせ願います。

第188回定例会第187回定例会

場所：柏崎原子力広報センター 2階研修室
日時：平成31年2月6日（水）18：30～20：50日時：平成31年1月9日（水）18：30～20：50

場所：柏崎原子力広報センター 2階研修室

第185回定例会（情報共有会議）



183183183回回
出席者 17名（欠席2名）場所 柏崎原子力広報センター（研修室）
オブザーバー 新潟県、柏崎市、刈羽村、原子力規制事務所（原子力規制庁）、

地域担当官事務所（資源エネルギー庁）、東京電力HD（株）

第５次エネルギー基本計画について （2/２回目）※質疑のみ

9月9月
平成30年 9月5日（水）

避
難
計
画
策
定
の

枠
組
み
、
フ
ォ
ー

マ
ッ
ト
は
国
、
原
子
力
規
制
委

員
会
を
含
め
て
議
論
し
、
示
し

た
う
え
で
自
治
体
に
定
め
て
も

ら
う
プ
ロ
セ
ス
。
防
災
計
画
に

つ
い
て
も
万
一
の
時
の
た
め
の

対
応
を
万
全
に
期
し
て
い
く
と

い
う
こ
と
が
な
け
れ
ば
更
な
る

安
全
性
を
高
め
る
こ
と
に
は
な

ら
な
い
と
い
う
の
は
ご
指
摘
の

と
お
り
。
震
災
前
に
比
べ
規
制

基
準
は
様
々
な
シ
ビ
ア
ア
ク
シ

デ
ン
ト
を
念
頭
に
置
い
た
も
の

に
改
訂
し
、
審
査
を
行
う
こ
と

で
リ
ス
ク
を
最
小
限
に
し
よ
う

と
し
て
い
る
。
リ
ス
ク
と
は
ま

ず
事
故
が
起
き
る
こ
と
。
事
故

が
起
き
る
こ
と
に
よ
り
も
た
ら

さ
れ
る
経
済
的
、
社
会
的
ダ
メ

ー
ジ
や
損
害
で
あ
る
。

エ
ネ
庁

避
難

枠
組

マ
ッ
ト
は
国
、
原

員
会
を
含
め
て
議

避枠

エ
ネ
エ
ネ
エ
ネ
エ
ネ
エ
ネ
エ
ネ
エ
ネ
エ
ネ
エ
ネ
エ
ネ
エ
ネ
庁庁庁庁庁庁庁庁庁庁庁

エ
ネ
庁

蓄
電
池
に
は
リ
チ

ウ
ム
イ
オ
ン
蓄
電

池
、Ｎ
Ａ
Ｓ
電
池
な
ど
種
類
が

あ
る
。
危
険
な
も
の
も
あ
り
、

制
御
と
敷
地
が
必
要
に
な
る
。

再
エ
ネ
と
蓄
電
池
の
完
全
独
立

グ
リ
ッ
ト
の
場
合
、
電
気
料
金

の
試
算
は
キ
ロ
ワ
ッ
ト
時
当
た

り
80
〜
90
円
で
現
在
の
４
倍
以

上
。
10
分
の
１
く
ら
い
に
な
ら

な
い
と
商
業
ベ
ー
ス
に
乗
せ
る

の
は
難
し
い
。
家
庭
用
と
し
て

普
及
の
可
能
性
は
あ
る
。
海
外

の
太
陽
光
発
電
は
ど
の
国
で
も

Ｆ
Ｉ
Ｔ（
固
定
価
格
買
取
制

度
）
を
行
っ
て
い
る
の
で
再
エ

ネ
が
伸
び
て
い
る
。
再
エ
ネ
は

火
力
電
源
で
補
完
し
な
け
れ
ば

な
ら
ず
、
需
給
バ
ラ
ン
ス
を
調

整
す
る
た
め
に
火
力
を
焚
き
増

す
こ
と
も
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
再
エ
ネ
を
増
加
す
る
ほ
ど

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
用
の
電
源
が
必

要
に
な
り
、
再
エ
ネ
自
身
が
安

く
な
ら
な
い
と
コ
ス
ト
ア
ッ
プ

に
な
る
。

エ
ネ
庁

定
のー

制
委

蓄
電

ウ
ム

池
、Ｎ
Ａ
Ｓ
電
池

あ
る
。
危
険
な

蓄

エ
ネ
エ
ネ
エ
ネ
エ
ネ
エ
ネ
エ
ネ
エ
ネ
エ
ネ
エ
ネ
エ
ネ
エ
ネ
庁庁庁庁庁庁庁庁庁庁庁

エ
ネ
庁

前
回
の
エ
ネ
ル
ギ

ー
基
本
計
画
を
策

定
し
て
以
来
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

や
こ
の
よ
う
な
地
域
の
会
な
ど

に
参
加
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
の
回
数
を
重
ね
て
い
る
。

会
合
を
通
し
て
原
子
力
の
課
題

と
重
要
性
を
議
論
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
い
る
。
２
０
１
１
年
の

震
災
以
降
、
立
地
自
治
体
の
支

援
が
重
要
と
い
う
こ
と
で
、
地

域
の
振
興
策
、
地
域
経
済
影
響

の
緩
和
な
ど
、
中
小
企
業
振
興

政
策
と
連
携
し
て
取
り
組
ん
で

い
る
。
政
府
と
し
て
真
摯
に
向

き
合
い
、
産
業
振
興
、
住
民
福

祉
の
向
上
に
努
め
立
地
自
治
体

の
理
解
を
求
め
た
い
。

揚
水
発
電
は
25
ギ

ガ
ワ
ッ
ト
。
日
本

全
体
の
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
の
１
割
。

エ
ネ
庁

前
回

ー
基

定
し
て
以
来
、
シ

や
こ
の
よ
う
な
地

前ー

エ
ネ
エ
ネ
エ
ネ
エ
ネ
エ
ネ
エ
ネ
エ
ネ
エ
ネ
エ
ネ
エ
ネ
エ
ネ
庁庁庁庁庁庁庁庁庁庁庁

エ
ネ
庁

エ
ネ
庁

揚
水

ガ
ワ

全
体
の
キ
ャ
パ
シ

揚ガ

エ
ネ
エ
ネ
エ
ネ
エ
ネ
エ
ネ
エ
ネ
エ
ネ
エ
ネ
エ
ネ
エ
ネ
エ
ネ
庁庁庁庁庁庁庁庁庁庁庁

エ
ネ
庁

　

今
定
例
会
は
、
第
５
次
エ
ネ
ル

ギ
ー
基
本
計
画
に
つ
い
て
の
第
２

回
目
。
委
員
よ
り
寄
せ
ら
れ
た
質

疑
に
つ
い
て
、
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー

庁
長
官
官
房
総
務
課
戦
略
企
画

室
の
田
中
室
長
か
ら
回
答
を
い

た
だ
い
た
。
そ
の
後
、
前
回
定
例

会
以
降
の
動
き
に
つ
い
て
各
オ
ブ

ザ
ー
バ
ー
か
ら
報
告
を
受
け
、質

疑
応
答
を
行
っ
た
。

リ
ス
ク
を
最
小
限
に
す
る
、

と
い
う
エ
ネ
庁
の
考
え
る

リ
ス
ク
と
は
何
か
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
ベ
ス

ト
ミ
ッ
ク
ス
で
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
比
率
が
大

き
く
な
っ
て
い
る
。
蓄
電

は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

将
来
家
庭
用
に
使
え
る
よ

う
な
開
発
は
さ
れ
て
い
る

か
。
太
陽
光
発
電
を
補
完

Q ー
ジ
や
損
害

エ
ネ

ト
ミ
ッ
ク

エ
ネ
ル
ギ

エ

QQQQQQQQQQQ

第
５
次
エ
ネ
ル
ギ
ー

基
本
計
画
を
見
る
と
揚
水

発
電
に
触
れ
て
い
な
い
。

こ
れ
は
か
た
ち
を
変
え
た

蓄
電
池
に
も
な
る
。
揚
水

発
電
に
つ
い
て
の
考
え
を

聞
き
た
い
。
ま
た
、
送
電

の
利
用
率
が
20
％
〜
30
％

し
か
な
い
の
は
な
ぜ
か
。

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

普
及
を
妨
げ
て
い
る
の
で

は
な
い
か
。

Q

で
も

取
制

再
エ

ネ
は

れ
ば

を
調

の
理
解
を
求

第
５

基
本
計
画

発
電
に
触

第

基
本

QQQQQQQQQQQ

安
全
性
を
す
べ
て
に

優
先
さ
せ
る
と
あ
る
が
避

難
計
画
を
審
査
す
る
と
こ

ろ
は
な
い
。
審
査
も
な
し

に
安
全
最
優
先
と
は
ど
う

い
う
こ
と
か
。
ま
た
、
福

島
事
故
の
教
訓
を
踏
ま
え

Q

次エネルギ

安
全

優
先
さ
せ

難
計
画
を

安

優
先

QQQQQQQQQQQ

定例会定例会定例会

【
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画

　
　
　
　
　
　
　

に
つ
い
て
】

す
る
今
後
の
電
源
状
況
は

ど
う
か
。

立
地
自
治
体
と
の
信

頼
関
係
の
構
築
に
つ
い
て

も
っ
と
丁
寧
に
説
明
し
て

も
ら
い
た
い
。

Q
な

な

に
な
る
。

ス能大電。よる

立
地

頼
関
係
の

も
っ
と
丁

立

QQQQQQQQQQQ



184184184回回
出席者 14名（欠席5名）場所 柏崎原子力広報センター（研修室）
オブザーバー 新潟県、柏崎市、刈羽村、原子力規制事務所（原子力規制庁）、

地域担当官事務所（資源エネルギー庁）、東京電力HD（株）

前回定例会以降の動きについて

10月10月
平成30年10月3日（水） 定例会定例会定例会

再
エ
ネ
を
最
大
限
活
用
す
る
た

め
に
揚
水
発
電
を
フ
ル
稼
働
し

て
い
る
。
揚
水
発
電
の
重
要
性

は
間
違
い
な
い
が
制
約
も
一
定

程
度
あ
り
、
系
統
制
約
の
緩
和

や
連
携
性
、
代
替
機
能
な
ど
議

論
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
現
在
、

既
存
の
送
電
設
備
運
用
の
柔
軟

化
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
安
定

供
給
の
た
め
に
は
応
援
融
通
な

ど
、
開
け
て
お
く
と
こ
ろ
も
必

要
。
平
均
利
用
率
だ
け
で
判
断

で
き
る
も
の
で
は
な
い
。

資
料
は
賦
課
金
を

含
ん
だ
電
気
代
の

ト
ー
タ
ル
コ
ス
ト
が
２
０
１
０

年
に
比
べ
て
こ
れ
だ
け
高
く
な

っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
示
し

て
い
る
。
燃
料
費
が
非
常
に
高

か
っ
た
２
０
１
０
年
時
点
と
比

べ
て
も
国
民
負
担
は
大
き
く
な

り
、
賦
課
金
も
さ
ら
に
大
き
く

な
っ
て
い
る
。
今
年
度
は
買
取

総
額
３
兆
円
、
電
気
代
以
外
の

部
分
が
2.4
兆
円
で
あ
る
。

建
屋
の
傾
斜
の
変
化

量
に
つ
い
て
、
建
物

が
動
い
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、

水
準
測
量
の
誤
差
等
の
影
響
に

よ
り
観
測
の
結
果
に
ば
ら
つ
き
が

東
京
電
力

建
屋
の

量
に
つ

が
動
い
て
い
る
わ

水
準
測
量
の
誤
差

建

東
京
東
京
東
京
東
京
東
京
東
京
東
京
東
京
東
京京
電
力
電
力
電
力
電
力
電
力
電
力
電
力
電
力
電
力
電
力
電
力

東
京
電
力

出
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。
他
の

電
力
会
社
の
こ
と
は
わ
か
ら
な
い
。

測
量
結
果
か
ら
見
る

限
り
プ
ラ
ン
ト
の
安

全
機
能
に
影
響
は
な
い
と
考
え

て
い
る
。
建
築
学
会
の
基
礎
の

指
針
に
傾
斜
の
限
界
値
の
目
安

と
し
て
２
千
分
の
１
と
い
う
数

値
が
あ
る
が
、
今
の
と
こ
ろ
確

認
さ
れ
て
い
る
傾
斜
の
変
化
量

は
そ
れ
よ
り
小
さ
い
値
で
あ
る
。

月
に
１
回
定
例
試
験

を
行
っ
て
い
る
。

東
京
電
力

測
量
結

限
り
プ

全
機
能
に
影
響
は

て
い
る
。
建
築
学

測

東
京
東
京
東
京
東
京
東
京
東
京
東
京
東
京
東
京京
電
力
電
力
電
力
電
力
電
力
電
力
電
力
電
力
電
力
電
力
電
力

東
京
電
力

東
京
電
力

月
に
１

を
行
っ

東
京
東
京
東
京
東
京
東
京
東
京
東
京
東
京
東
京京
電
力
電
力
電
力
電
力
電
力
電
力力力力力力

東
京
電
力

　

前
回
定
例
会
以
降
の
動
き
に
つ

い
て
各
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
か
ら
報
告

を
受
け
、質
疑
応
答
を
行
っ
た
。
ま

た
、
委
員
が
依
頼
し
た
「
東
京
電

力
の
原
子
力
防
災
訓
練
に
関
す
る

改
善
計
画
」「
中
越
沖
地
震
後
に

調
査
さ
れ
て
い
る
知
見
を
拡
充
す

る
た
め
の
取
組
み
に
つ
い
て
」
の

説
明
を
受
け
た
。
そ
の
後
、
９
月

26
日
、27
日
の
大
飯
発
電
所
視
察

及
び
お
お
い
町
議
会
議
員
と
の
意

見
交
換
会
に
つ
い
て
、
参
加
し
た

委
員
が
感
想
を
発
表
し
た
。

他
社
が
今
後
の
補

正
工
認
の
た
め
に

当
該
配
管
の
評
価
を
行
っ
て
い

た
と
こ
ろ
、
評
価
結
果
の
傾
向

が
先
行
プ
ラ
ン
ト
と
違
っ
て
い

た
た
め
、
そ
の
原
因
を
調
べ
た

と
こ
ろ
、
当
発
電
所
に
も
同
様

の
誤
り
が
あ
る
こ
と
が
分
か
り
、

８
月
22
日
に
東
芝
エ
ネ
ル
ギ
ー

シ
ス
テ
ム
か
ら
配
管
評
価
の
誤

り
が
あ
る
と
報
告
を
受
け
た
も

の
。
当
時
は
、
解
析
の
実
施
状

況
を
確
認
す
る
社
内
ル
ー
ル
に

従
い
手
順
書
が
作
成
さ
れ
、
作

業
が
実
施
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、

解
析
条
件
書
が
作
成
さ
れ
、
検

証
さ
れ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
使
用

し
て
い
る
こ
と
等
を
確
認
し
て

い
る
。
今
回
の
原
因
を
含
め
た

詳
細
調
査
を
実
施
し
て
お
り
、

今
後
は
き
ち
ん
と
対
応
し
た
い

と
考
え
て
い
る
。

一
般
家
庭
で
は
年
間

１
万
円
程
度
、
企
業
で
は

よ
り
多
額
の
賦
課
金
制
度

と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、

実
際
は
も
っ
と
多
く
の
賦

課
金
が
各
家
庭
に
課
さ
れ

て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

Q で
き
る
も
の

一
般

１
万
円
程

よ
り
多
額

万

QQQQQQQQQQQ

本
日
発
表
さ
れ
た
１

号
機
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
配

管
評
価
誤
り
に
つ
い
て
、

い
つ
委
託
先
か
ら
報
告
が

あ
っ
た
の
か
。
ま
た
、
上

が
っ
て
き
た
評
価
に
対
し

て
ダ
ブ
ル
チ
ェ
ッ
ク
を
す

る
体
制
は
な
い
の
か
。

Q

働
し

要
性定

緩
和

ど
議

現
在
、

本
日

号
機
炉
心

管
評
価
誤

本

号
機

QQQQQQQQQQQ

発
電
所
建
屋
の
傾
動
・

浮
沈
に
つ
い
て
、
傾
い
て

い
た
の
が
次
の
測
量
に
は

反
対
側
に
戻
る
と
か
、
地

球
上
に
あ
る
建
物
は
そ
う

い
う
も
の
な
の
か
。
他
の

発
電
所
の
建
物
は
ど
う
か
。

Q

回定例会以

発
電

浮
沈
に
つ

い
た
の
が

発

浮
沈

QQQQQQQQQQQ

そ
れ
は
、
傾
動
も
浮

沈
も
な
く
誤
差
だ
と
い
う

こ
と
か
。

Q 出
て
い
る
と

電
力
会
社
の

そ
れ

沈
も
な
く

こ
と
か
。

そ

沈 QQQQQQQQQQQ

非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル

発
電
機
（
過
給
機
）
の
軸

の
固
着
の
件
に
つ
い
て
、

ど
の
く
ら
い
の
頻
度
で
テ

ス
ト
を
し
て
い
る
の
か
。

Q 認
さ
れ
て
い

は
そ
れ
よ
り

月
視
察

の
意

し
た

非
常

発
電
機

の
固
着
の

非

発
電

QQQQQQQQQQQ

柏
崎
刈
羽
地
域
は
東

北
電
力
の
管
轄
だ
が
、
も

し
地
震
な
ど
で
電
気
が
途

絶
え
た
場
合
に
、
東
京
電

力
な
ど
他
電
力
と
連
携
し

て
電
気
を
供
給
す
る
体
制

は
あ
る
か
。

Q

をを

東
京
東
京
東
京
東
京
東
京
東
京
東
京京京京
電
力
電
力
電
力
電
力
電
力
電
力
電
力
電
力
電
力
電
力
電
力

東
京
電
力

は地うの。

柏
崎

北
電
力
の

し
地
震
な

柏

北
電

QQQQQQQQQQQ

エ
ネ
庁

資
料

含
ん

ト
ー
タ
ル
コ
ス
ト

年
に
比
べ
て
こ
れ

て
い
る
の
で
は

資含

エ
ネ
エ
ネ
エ
ネ
エ
ネ
エ
ネ
エ
ネ
エ
ネ
エ
ネ
エ
ネ
エ
ネ
エ
ネ
庁庁庁庁庁庁庁庁庁庁庁

エ
ネ
庁

東
京
電
力

他
社

正
工

当
該
配
管
の
評
価

た
と
こ
ろ
、
評
価

間は度

体
制

他正

東
京
東
京
東
京
東
京
東
京
東
京
東
京京
東
京
東
京
電
力
電
力
電
力
電
力
電
力
電
力
電
力
電
力
電
力
電
力
電
力

東
京
電
力

【
前
回
定
例
会
以
降
の

　
　
　
　
　

動
き
に
つ
い
て
】

【
前
回
定
例
会
以
降
の

　
　
　
　
　

動
き
に
つ
い
て
】



　

原
子
力
発
電
に
お
い
て

は
私
た
ち
の
世
代
は
気
が

付
い
た
ら
そ
こ
に
あ
る
も

の
で
あ
り
、選
択
し
た
記

憶
な
ど
な
い
。作
る
こ
と

に
よ
る
利
益
は
主
に
我
々

の
上
の
世
代
が
受
け
、運

転
す
る
こ
と
に
よ
る
利
益

は
首
都
圏
の
方
々
が
得
た
。

そ
し
て
災
害
へ
の
リ
ス
ク

や
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄

物
の
問
題
な
ど
は
明
ら
か

に
我
々
の
世
代
の
も
の
に

な
っ
て
い
る
。
そ
の
う
え

で
歯
を
食
い
し
ば
り
な
が

ら
も
「
原
子
力
の
問
題
を

次
の
世
代
に
押
し
付
け
た

く
は
な
い
。
」
と
い
う
思

い
を
胸
に
原
子
力
を
推

進
す
る
。原
子
力
の
恩
恵

を
だ
れ
が
受
け
、そ
の
リ

ス
ク
を
だ
れ
が
背
負
っ
て

い
る
の
か
、国
民
全
員
に

考
え
て
ほ
し
い
。私
た
ち

の
次
の
世
代
が
幸
せ
な

生
活
を
送
っ
て
い
く
た
め

に
、本
当
に
大
切
な
選
択

肢
を
私
た
ち
は
間
違
っ
て

い
な
い
か
、常
に
学
び
続

け
る
べ
き
で
あ
る
。

（
田
中
委
員
）

編
集
後
記

編編編編編編編
集集集集集集集集
後後後後後後後
記記記記記記

編
集
後
記

外
部
電
源
が
な
く
な

っ
た
場
合
、
通
常
は

非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
で
バ

ッ
ク
ア
ッ
プ
し
、
ガ
ス
タ
ー
ビ
ン

発
電
機
や
電
源
車
を
準
備
し
て
い

る
。
災
害
時
に
他
電
力
と
の
相
互

協
力
と
い
う
こ
と
は
あ
る
。
東
北

電
力
と
の
個
別
の
対
応
に
つ
い
て

は
確
認
し
て
お
知
ら
せ
し
た
い
。

事
故
発
生
時
に
現
地

の
検
査
官
は
、
緊
急

時
対
策
所
に
検
査
官
が
詰
め
て
、

プ
ラ
ン
ト
状
況
を
情
報
収
集
し
、

規
制
庁
Ｅ
Ｒ
Ｃ
（
緊
急
時
対
応
セ

ン
タ
ー
）
の
プ
ラ
ン
ト
班
に
我
々

検
査
官
の
視
点
で
情
報
を
伝
達
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
東
京
電

力
本
店
の
即
応
セ
ン
タ
ー
か
ら
の

情
報
と
は
別
に
現
場
の
状
況
を
直

接
報
告
す
る
役
割
。
ま
た
、
訓
練

の
事
前
説
明
は
、
東
京
電
力
の
訓

練
担
当
者
か
ら
規
制
庁
の
訓
練
評

価
者
に
対
し
て
、
ど
の
よ
う
な
シ

ナ
リ
オ
や
体
制
で
訓
練
を
実
施
す

る
か
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
る
も

の
で
あ
る
。
現
地
の
検
査
官
を
含

め
規
制
庁
内
の
訓
練
プ
レ
ー
ヤ
ー

は
事
前
に
シ
ナ
リ
オ
を
知
っ
て
い

る
と
効
果
的
な
訓
練
に
な
ら
な
い

の
で
説
明
は
受
け
て
い
な
い
し
、

情
報
共
有
も
さ
れ
て
い
な
い
。

●
大
飯
原
発
１
・
２
号
機
は
運
転

停
止
で
廃
炉
の
方
向
。
原
発

は
廃
炉
の
時
代
に
入
っ
て
い

る
。
廃
炉
ビ
ジ
ネ
ス
で
雇
用

が
増
え
る
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ

が
あ
る
が
、
そ
う
い
う
短
絡

的
な
意
見
は
慎
む
べ
き
だ
。

●
バ
ー
チ
ャ
ル
リ
ア
リ
テ
ィ
を
使

っ
た
体
験
型
施
設
、見
学
や
学

び
の
施
設
が
多
く
あ
っ
た
。
東

京
電
力
も
有
意
義
に
見
学
が

で
き
る
よ
う
に
参
考
に
し
て

も
ら
い
た
い
。
お
お
い
町
で
は

８
月
に
国
に
よ
る
原
子
力
防

災
訓
練
が
大
規
模
に
行
わ
れ

て
い
た
。
地
域
の
会
か
ら
国
に

対
し
て
働
き
か
け
を
し
て
い

く
の
も
大
事
な
の
で
は
な
い
か
。

●
Ｐ
Ｗ
Ｒ
（
加
圧
水
型
原
子
炉
）

と
Ｂ
Ｗ
Ｒ
（
沸
騰
水
型
原
子

炉
）
の
違
い
が
よ
く
わ
か
っ
て

よ
か
っ
た
。
国
と
合
同
の
大
規

模
災
害
の
避
難
訓
練
の
様
子

が
ビ
デ
オ
で
見
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
い
た
の
は
良
か
っ
た
。

お
お
い
町
の
避
難
マ
ニ
ュ
ア
ル

は
移
動
方
法
が
き
ち
ん
と
明

記
さ
れ
て
い
て
非
常
に
わ
か

り
や
す
く
シ
ン
プ
ル
で
よ
か

っ
た
。
避
難
は
あ
る
一
定
の
地

域
ま
で
自
分
の
手
段
で
避
難

し
、バ
ス
、
自
衛
隊
な
ど
を
利

用
し
て
逃
げ
る
体
制
に
な
っ

て
い
た
。
柏
崎
刈
羽
も
逃
げ

る
手
段
を
も
っ
と
考
え
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
感
じ
た
。

●
発
電
所
の
敷
地
が
コ
ン
パ
ク

ト
だ
っ
た
の
に
驚
い
た
。
避
難

資
料
が
や
わ
ら
か
い
雰
囲
気

で
よ
か
っ
た
。
お
お
い
町
は
関

西
電
力
と
非
常
に
良
い
関
係

を
作
っ
て
い
る
。
そ
れ
が
本
当

に
続
く
の
か
は
疑
問
が
残
る
。

●
ま
ず
発
電
所
が
岩
盤
に
き
ち

ん
と
建
っ
て
い
る
と
い
う
の

が
こ
こ
と
は
違
う
と
感
じ
た
。

視
察
を
経
験
し
た
こ
と
で
柏

崎
市
は
防
災
計
画
に
対
し
て

細
か
い
と
こ
ろ
ま
で
考
え
て

い
る
な
と
感
じ
た
。
住
民
が

地
域
の
会
を
通
じ
て
疑
問
に

思
っ
て
い
る
こ
と
を
オ
ブ
ザ

ー
バ
ー
に
率
直
に
聞
け
る
と

い
う
の
は
柏
崎
刈
羽
の
良
い

と
こ
ろ
と
思
っ
て
い
る
。

●
Ｐ
Ｗ
Ｒ
を
見
学
す
る
の
は
初

め
て
で
大
変
有
意
義
だ
っ
た
。

タ
ー
ビ
ン
が
放
射
線
に
触
れ

て
い
な
い
と
い
う
の
は
い
い
。

Ｐ
Ｗ
Ｒ
に
は
様
々
な
メ
リ
ッ
ト

が
あ
る
こ
と
を
感
じ
た
。
福

井
県
は
原
子
力
施
設
が
非
常

に
多
く
Ｐ
Ｗ
Ｒ
も
Ｂ
Ｗ
Ｒ
も

高
速
増
殖
炉
も
全
部
あ
る
県
。

事
業
者
と
国
や
行
政
が
密
に

な
っ
て
い
る
と
感
じ
た
。

柏
崎
刈
羽
原
子
力
発

電
所
で
事
故
が
起
き
た
時

の
規
制
事
務
所
の
動
き
に

つ
い
て
聞
き
た
い
。
ま
た
、

前
回
定
例
会
以
降
の
動
き

の
中
で
原
子
力
事
業
者
防

災
訓
練
の
事
前
説
明
と
あ

っ
た
が
、
ど
の
程
度
の
説

明
な
の
か
。

Q は
確
認
し
て

柏
崎

電
所
で
事

の
規
制
事

柏

電
所

QQQQQQQQQQQ規
制
庁

事
故
発

の
検
査

時
対
策
所
に
検
査

プ
ラ
ン
ト
状
況
を

明
な
の
か事

規規
制
規
制
規
制
規
制
規
制
規
制
規
制
規
制
規
制
規
制
庁庁庁庁庁庁庁庁庁庁庁

規
制
庁

東
京
電
力

外
部
電

っ
た
場

非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ

ッ
ク
ア
ッ
プ
し
、

外

東
京
東
京
東
京
東
京
東
京
東
京
東
京
東
京京
電
力
電
力
電
力
電
力
電
力
電
力
電
力
電
力
電
力
電
力
電
力

東
京
電
力

【
大
飯
発
電
所
、お
お
い
町

　
　
　
　
　
　

視
察
の
感
想
】

平
成
30
年
９
月
26
日
、27
日
に
、

委
員
10
名
が
関
西
電
力
大
飯

発
電
所
を
視
察
し
ま
し
た
。ま

た
、発
電
所
視
察
後
は
、お
お

い
町
及
び
お
お
い
町
議
会
で

意
見
交
換
会
を
行
い
ま
し
た
。

【
ト
ピ
ッ
ク
ス
】

関
西
電
力
（株）
大
飯
発
電
所

を
視
察


